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は
じ
め
に

滋
賀
県
米
原
市
柏
原
の
寂
照
山
円
乗
寺
成
菩
提
院
（
以
下
「
成

菩
提
院
」
と
記
す
）
は
、
天
台
宗
を
代
表
す
る
学
問
寺
院
と
し
て

知
ら
れ
た
歴
史
を
持
つ
。
南
北
朝
期
の
初
代
住
職
貞
舜
以
降
、
談

義
所
お
よ
び
灌
頂
道
場
（
灌
室
）
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
近
世
に

入
っ
て
も
比
叡
山
直
末
の
朱
印
地
寺
院
と
し
て
の
格
式
を
保
持
し

た
。
そ
の
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
代
の
尾

上
寛
仲
氏
に
よ
る
先
駆
的
論
考
な
ど
、
少
な
く
な
い
研
究
蓄
積
が

あ
っ
た
。
さ
ら
に
最
近
二
十
年
ほ
ど
の
研
究
活
動
に
よ
り
、
多
面

的
な
調
査
と
分
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る）

1
（

。
当
初
の
調
査
は
中
世
文

書
と
典
籍
・
聖
教
に
集
中
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
一
段
落
し
た

と
こ
ろ
で
、
二
〇
〇
七
年
以
降
近
世
・
近
代
文
書
の
整
理
作
業
が

本
格
化
し
た
。
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
次
第
に
成
菩
提
院
が
有

す
る
近
世
地
方
寺
院
と
し
て
の
豊
か
な
個
性
が
明
ら
か
と
な
り
つ

つ
あ
る）

2
（

。

従
来
、
寺
院
史
の
先
行
研
究
は
古
代
・
中
世
寺
院
に
厚
く
、
近

世
以
降
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
寺
院
の
多
く
が

戦
国
期
前
後
に
廃
絶
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
東
大
寺
や
延
暦
寺
な

ど
、
近
世
以
降
存
続
し
た
寺
院
で
さ
え
、
そ
の
勢
力
は
昔
日
の
比

で
な
く
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
稀
な
た
め
か
所
蔵
史
料
の
調
査
も
進

ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
一
方
、
大
半
の
寺
院
は
近
世
以
降
に

創
設
さ
れ
歴
史
を
刻
ん
だ
が
、
研
究
対
象
と
さ
れ
る
も
の
は
一
部

研
究
ノ
ー
ト

成
菩
提
院
所
蔵
近
世
文
書
の
諸
相

曽
根
原
理
・
朴
澤
直
秀
・
藤
田
和
敏
・
松
金
直
美
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分
に
と
ど
ま
る
。
そ
う
し
た
研
究
状
況
を
考
え
る
と
き
、
南
北
朝

期
以
降
学
問
寺
院
と
し
て
発
展
し
、
近
世
を
通
じ
て
有
力
寺
院
の

位
置
に
あ
り
、
近
代
史
料
ま
で
豊
富
に
揃
え
て
い
る
成
菩
提
院
は
、

地
方
の
中
核
的
寺
院
の
あ
り
方
を
考
え
る
好
個
の
研
究
対
象
と
い

え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
成
立
し
た
多
く
の

所
蔵
史
料
を
抱
え
、
あ
と
数
年
は
整
理
作
業
を
要
す
る
た
め
、
成

菩
提
院
の
近
世
寺
院
と
し
て
の
全
体
像
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
本
稿
で
は
中
間
報
告
的
な
作
業
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
事
例

に
注
目
し
て
関
連
史
料
の
紹
介
等
を
行
い
、
来
る
べ
き
統
合
作
業

の
準
備
と
し
た
い
。
史
料
の
配
列
は
年
代
順
と
し
、
史
料
一
で

は
、
天
台
寺
院
に
お
け
る
神
社
支
配
の
事
例
を
扱
う（
藤
田
担
当
）。

史
料
二
で
は
、
寺
檀
関
係
を
扱
う
（
朴
澤
担
当
）。
史
料
三
で
は
、

歴
代
住
職
の
年
忌
法
会
に
注
目
す
る
（
曽
根
原
担
当
）。
史
料
四

で
は
、
本
末
関
係
の
変
遷
お
よ
び
、
そ
れ
と
密
接
に
関
係
す
る
寺

院
運
営
の
様
相
を
扱
う
（
松
金
担
当
）。
本
来
、
統
一
し
た
主
題

に
よ
る
紹
介
が
望
ま
し
い
の
か
も
し
れ
ず
、
ま
た
、
共
同
作
業
の

た
め
解
説
の
分
量
や
ス
タ
イ
ル
も
や
や
統
一
を
欠
く
か
も
し
れ
な

い
。
不
十
分
な
点
に
つ
い
て
は
お
詫
び
し
た
い
（
こ
こ
ま
で
文
責

曽
根
原
）。

【
史
料
一
】

（
表
紙
）

「　
　
　
　
　
　

松
尾
寺

　

能
登
瀬
村

青
木
社
頭
明
細
帳　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
中
略
）

Ａ
　
　
　
　

御
指
紙
之
写

一
簡
令
啓
達
候
、
然
者
、
能
登
瀬
村
青
木
大
梵
天
王
社
頭
之
儀
ニ

付
、
其
山
前
々
ゟ
由
緒
在
之
、
正
外
遷
宮
等
之
節
、
善
性
寺
ゟ
依

頼
寺
僧
中
被
致
参
勤
候
由
、
右
ニ
付
相
尋
度
儀
在
之
候
間
、
勝
手

次
第
当　

御
殿
江
寺
僧
中
之
内
壱
人
可
被
参
候
、
委
細
者
善
性
寺

演
説
可
在
之
候
、
不
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滋
賀
院
御
留
主
居

　
　

十
一
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
持
坊
智
川
判

　
　
　
　

松
尾
寺
惣
中

（
中
略
）

Ｂ
　
　
　
　

善
性
寺
ゟ
証
語
写
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一
青
木
社
頭
之
儀
、
今
般

　

 
宮
様
御
支
配
ニ
被　

仰
付
候
ハ
ヽ
、
右
社
頭
之
儀
ハ
古
来
ゟ
由

緒
在
之
、
正
外
遷
宮
并
毎
年
祭
礼
等
之
節
、
其
御
山
衆
中
拙
寺

ゟ
致
請
待
、
社
法
修
行
仕
候
、
此
已
後
是
迄
之
通
弥
々
御
頼
申
、

且
又
四
月
・
九
月
両
度
之
祭
礼
、
毎
月
本
地
供
御
修
行
之
儀
御

頼
申
候
、
然
上
者
、
右
御
供
物
并
御
施
物
等
之
為
料
物
、
鳥
目

三
貫
文
宛
毎
暮
為
持
進
上
可
仕
候

一 

宮
様
并
何
れ
之
公
辺
ニ
而
も
、
右
社
頭
之
儀
ニ
付
御
一
山
衆
中

御
往
来
之
路
用
者
、
此
方
ゟ
相
賄
可
申
候
、
為
後
証
仍
而
如
件

　

宝
暦
二
壬
申
年
霜
月
十
四
日　
　
　
　
　

青
木
社
別
当
本
願
房

　
　

松
尾
寺
御
衆
徒
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

善
性
寺
印

（
中
略
）

Ｃ
　
　
　
　

御
状
写

以
飛
札
令
啓
達
候
、
然
者
、
能
登
瀬
村
青
木
社
先
達
而
善
性
寺
願

之
通
、
今
般
当　

御
殿
御
支
配
ニ
被
仰
付
候
、
右
ニ
付
、
申
渡
儀

在
之
候
間
、
衆
徒
之
内
壱
人
善
性
寺
同
道
参
殿
可
在
之
候
、
右
為

可
申
達
如
此
ニ
候
、
不
宣

　
　

三
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
持
坊

　
　

松
尾
寺
衆
徒
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
川
判

追
而
本
寺
成
菩
提
院
江
も
本
紙
之
趣
可
被
申
入
候

（
中
略
）

Ｄ
　
　
　
　
　
　
　

御
奉
書
写

　
　
　

近
江
州
坂
田
郡
箕
浦
庄
青
木
大
梵
天
王
社
法
等
之
定

一
毎
月
十
八
日
於
社
内
本
地
聖
観
音
供
修
行
可
有
之
事

一 

毎
歳
四
月
五
日
青
木
大
梵
天
王
祭
礼
、
九
月
十
一
日
青
木
大
明

神
祭
礼
、
両
度
共
依
善
性
寺
願
祭
礼
可
相
勤
事

　
　

 

但
、
右
為
献
供
物
并
布
施
物
料
、
毎
年
従
善
性
寺
鳥
目
三
貫

文
宛
可
相
贈
事

一 

社
頭
修
復
等
之
節
、
正
外
遷
宮
有
之
節
者
、
従
善
性
寺
可
相
頼

条
、
正
外
遷
宮
共
宜
取
計
可
相
勤
事

　
　

但
、
従
善
性
寺
相
応
之
布
施
物
可
相
贈
事

一 

神
事
祭
礼
等
者
勿
論
、
平
日
社
内
規
則
等
之
儀
、
無
猥
雑
様
善

性
寺
江
可
致
指
揮
事

一 

社
頭
之
儀
ニ
付
、
若
向
後
臨
時
之
取
扱
有
之
節
者
、
費
用
従
別

当
可
着（

差
）出
事

　

 
右
今
般
依
本
寺
仏
光
寺
門
跡
之
特
頼
并
善
性
寺
懇
願
、
青
木
大

梵
天
王
社
頭

　

 

滋
賀
院
御
支
配
被　

仰
付
条
、
依
之
右
件
々
従
其
山
可
令
勤
務
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之
段
、
達

　

高
聴
治
定
訖
、
永
代
不
可
相
違
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
信
解
院

　
　

宝
暦
三
癸
酉
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
海
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
覚
王
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
深
判

　
　
　

江
州
松
尾
寺

　
　
　
　
　
　
　

衆
徒

（
後
略
）

 

※
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
筆
者
に
よ
る
。

史
料
一
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
発
生
し
た
、
近
江
国

坂
田
郡
能
登
瀬
村
に
鎮
座
し
た
青
木
大
梵
天
王
（
現
在
の
山
津
照

神
社
）
の
祭
祀
執
行
に
関
わ
る
一
件
の
史
料
で
あ
る
。
長
文
で
あ

る
た
め
省
略
を
行
っ
た
う
え
で
、
便
宜
的
に
史
料
を
Ａ
か
ら
Ｄ
ま

で
区
切
っ
た
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
説
明
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
は
、
延
暦
寺
の
滋
賀
院
留
守
居
で
あ
る
惣
持
坊
が
、
坂
田
郡

松
尾
寺
村
の
松
尾
寺
に
出
し
た
書
状
で
あ
る
。
滋
賀
院
は
、
輪
王

寺
門
跡
の
学
問
修
行
所
・
隠
居
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
延
暦
寺
に

お
け
る
末
寺
統
制
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た）

3
（

。
松
尾

寺
は
、
成
菩
提
院
の
末
寺
で
あ
る
（
史
料
四
参
照
）。
青
木
大
梵

天
王
の
「
社
頭
之
儀
」
＝
社
頭
に
お
け
る
祭
祀
を
、
能
登
瀬
村
善

性
寺
の
依
頼
に
よ
り
松
尾
寺
が
執
行
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
尋

問
し
た
い
の
で
、
滋
賀
院
へ
の
出
頭
を
求
め
る
内
容
で
あ
る
。

滋
賀
院
留
守
居
の
御
用
留
で
あ
る
宝
暦
二
年
の
「
書
簡
往
復

留）
4
（

」
に
は
、
同
年
六
月
に
善
性
寺
が
惣
持
坊
に
出
し
た
「
乍
恐
奉

願
口
上
之
覚
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
青
木
大
梵
天
王
は
箕
浦
庄
二
十
七
ヶ
村
の

惣
鎮
守
で
あ
り
、
数
百
年
来
別
当
職
は
善
性
寺
が
務
め
て
き
た
、

②
善
性
寺
は
現
在
の
宗
旨
が
浄
土
真
宗
で
あ
る
の
で
、
神
事
祭
礼

等
の
執
行
に
つ
い
て
は
松
尾
寺
に
依
頼
し
て
い
た
、
③
輪
王
寺
門

跡
の
末
寺
に
は
宮
寺
が
多
く
、
そ
の
た
め
の
御
法
式
が
あ
る
よ
う

に
承
知
し
て
い
る
の
で
、
滋
賀
院
の
支
配
に
加
え
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
す
る
、
④
本
山
で
あ
る
仏
光
寺
の
許
可
も
得
て
い
る
、

で
あ
る
。

善
性
寺
は
、
元
来
は
天
台
宗
に
属
す
る
箕
浦
庄
の
荘
鎮
守
神
宮

寺
で
あ
っ
た
が
、
浄
土
真
宗
の
教
線
が
近
江
国
に
伸
び
て
き
た
こ

と
に
伴
い
、
仏
光
寺
の
末
寺
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
神

祇
不
拝
を
原
則
と
す
る
浄
土
真
宗
寺
院
と
し
て
は
、
青
木
大
梵
天

王
の
祭
祀
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
松
尾
寺
が
神

事
の
代
行
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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Ｂ
は
、
善
性
寺
が
松
尾
寺
に
差
し
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
青
木

大
梵
天
王
の
輪
王
寺
門
跡
に
よ
る
支
配
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
社
法
執
行
と
と
も
に
、「
四
月
・
九
月
両
度
之
祭

礼
」
と
「
本
地
供
御
修
行
」
に
つ
い
て
も
依
頼
す
る
こ
と
、
料
物

と
し
て
三
貫
文
を
毎
年
暮
れ
に
進
上
す
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

そ
し
て
、
Ｃ
に
よ
っ
て
、
松
尾
寺
が
再
度
滋
賀
院
に
呼
び
出
さ

れ
、
輪
王
寺
門
跡
の
奉
書
で
あ
る
Ｄ
が
発
給
さ
れ
た
。
Ｄ
で
は
青

木
大
梵
天
王
の
社
法
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
①
本
地
仏
で
あ
る
聖

観
音
供
修
行
、
②
四
月
五
日
の
青
木
大
梵
天
王
祭
礼
、
九
月
十
一

日
の
青
木
大
明
神
祭
礼
、
③
正
外
遷
宮
、
④
社
内
規
則
等
の
指
揮

の
四
点
に
つ
い
て
松
尾
寺
が
行
う
こ
と
、
⑤
「
社
頭
之
儀
」
に
つ

い
て
臨
時
の
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
善
性
寺
が
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

本
史
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
輪
王
寺
門
跡
や
滋
賀
院
留
守
居

に
よ
る
神
社
支
配
の
あ
り
方
は
、
こ
れ
ま
で
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
今
後
も
事
例
を
集
積
し
、
研
究
を
深
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
史
料
二
】

　
　
　

書
付
を
以
申
上
候

一 　

此
度
清
瀧
茂
左
衛
門
娘
私
方
へ
縁
取
仕
候
ニ
付
、
幸
ひ
の
義

故
、
御
寺
丸
旦
家
ニ
仕
候
ハ
ヽ
先
祖
へ
体（

対
）し
忠
儀
ニ
も
可
相
成

旨
、
石
堂
寺
様
へ
向
御
内
慮
被
成
下
恐
入
難
有
奉
存
候
、
併
両

三
代
も
女
壱
人
願
家
ニ
而
相
済
来
り
候
義
故
、
老
母
ど
ふ
申
聞

候
而
も
身
分
置
所
も
無
之
旨
申
居
候
ニ
付
、
種
々
御
願
申
上
候

所
、
御
慈
愛
を
以
御
一
存
之
旨
、
是
迄
之
通
り
御
聞
済
被
下
、

則
石
堂
寺
様
ゟ
早
々
送
り
御
指
出
被
下
候
趣
、
難
有
仕
合
ニ
奉

存
候
、
為
後
日
如
此
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

須
川
村

　
　
　
　

文
化
六
丑
己
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚　

六　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

三
月
日　
　
　
　
　
　
　
　

掛
り
合
清
瀧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
左
衛
門
㊞

　
　
　
　
　

新
井
主
税
様

こ
の
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
史
料
は
、
成
菩
提
院
が
あ
っ

た
柏
原
の
北
東
に
接
す
る
須
川
村
の
甚
六
に
、
柏
原
の
西
に
接
す

る
清
瀧
村
の
茂
左
衛
門
が
連
署
し
て
、
成
菩
提
院
の
代
官
で
あ
る

新
井
主
税
に
宛
て
ら
れ
た
書
付
で
あ
る
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
清
瀧
村
の
茂
左
衛
門
の
娘
が
、
須
川
村
の
甚

六
の
家
に
縁
付
い
た
。
甚
六
の
家
は
、
二
・
三
代
に
亘
っ
て
「
女

壱
人
願
家
」
の
状
態
が
続
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
家
内
の
女
性

が
一
人
だ
け
、
家
の
他
の
構
成
員
と
別
の
檀
那
寺
の
檀
那
に
な

る
、
あ
る
い
は
婚
入
し
て
き
た
嫁
が
実
家
の
寺
檀
関
係
を
引
き
継

ぐ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
こ
の
際
、
先
祖
に
対
す

る
忠
義
と
な
る
の
で
「
御
寺
丸
旦
家
」
す
な
わ
ち
成
菩
提
院
を
檀

那
寺
と
す
る
一
家
一
寺
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

き
、
成
菩
提
院
側
か
ら
、
成
菩
提
院
の
末
寺
の
、
清
瀧
村
の
石
堂

寺
に
対
し
、「
内
慮
」
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
茂
左
衛
門
の
娘

は
石
堂
寺
の
檀
那
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
甚
六
の
老
母
が
、
ど
う
説
得
し
て
も
そ
の
こ
と
を

肯
ん
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の
こ
と
に
つ
き
成
菩
提
院
側
の

了
解
を
得
た
上
で
、
老
母
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
（
石
堂
寺
の
檀

那
と
し
て
）
差
し
置
き
、
茂
左
衛
門
の
娘
に
つ
い
て
は
石
堂
寺
か

ら
送
り
状
が
出
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
丸
檀
家
に
す
る
こ
と
が
「
先
祖
に
対
し
忠
義
」
だ

と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

た
だ
、「
本
寺
の
丸
檀
家
」
と
な
る
点
に
は
留
意
が
必
要
か
。
ま

た
甚
六
の
母
は
、
ど
う
い
っ
た
意
識
で
丸
檀
家
と
す
る
こ
と
を
拒

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
二
・
三
代
も
続
け
て
「
女
壱

人
願
家
」
だ
っ
た
か
ら
だ
と
書
か
れ
て
お
り
、
素
直
に
読
め
ば
そ

れ
を
替
え
た
く
な
い
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
興
味
深
い
。

【
史
料
三
】

（
表
紙
）「
文
政
十
歳
次
丁
亥

　
　
　
　

 

当
院
中
興
祐
円
法
印
弐
百
回
忌
諸
記

　
　
　
　

 

八
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
裏
表
紙
）「
寂
照
山
役
所　

新
井
力
控
」

就
当
院
中
興
祐
円
法
印
弐
百
年
御
忌
当
来
ル
十
四
日
御
逮
夜
、
十

五
日
御
当
日
御
法
会
御
執
行
御
座
候
間
、
各
出
勤
可
有
之
候
、

　

御
逮
夜
十
四
日
未
ノ
刻
、
御
当
日
十
五
日
巳
ノ
刻

　

右
之
通
可
被
相
心
得
候
、

　
　

八
月
七
日 

新
井
力

 

鑑　

院

　

松
尾
寺　
　

観
音
寺　
　

名
超
寺　
　

大
吉
寺

　

石
堂
寺　
　

泉
明
院　
　

常
福
寺　
　

日
光
寺

　

安
能
寺　
　

華
厳
寺　
　

三
光
院

御
逮
夜
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石
堂
寺　
　

泉
明
院　
　

常
福
寺　
　

日
光
寺
不
来
、
代
大
吉
寺
出
勤

　

安
能
寺　
　

三
光
院
弟
子

御
当
日

　

松
尾
寺
三
口  
観
音
寺
三
口  

名
超
寺
壱
口

　

大
吉
寺　
　

石
堂
寺　
　

泉
明
院

　

常
福
寺　
　

日
光
寺
不
来 

安
能
寺

　
　

右
之
通
承
知
可
有
之
候
、

　
　
　

追
而　

一
御
逮
夜　
例
時
光
明
供

襲
小
五
條

　
　
　
　
　
　

一
御
当
日　
胎
曼
供

素
絹
大
五
條

一
遠
路
之
方
ハ
十
四
日
夜
当
山
ニ
而
乍
不
自
由
一
宿
勿
論
之
儀
候
、

一 

松
尾
寺
、
観
音
寺
、
名
超
寺
、
御
当
日
出
勤
無
之
寺
院
者
逾
進

之
御
年
回
ニ
候
間
、
於
自
坊
御
回
向
可
被
申
様
致
度
候
、

一 

谷
汲
山
、
三
光
院
之
儀
ハ
別
書
を
以
相
達
候
間
、
此
回
章
相
廻

し
候
ニ
不
及
候
事
、

　

此
回
章
無
遅
滞
被
相
廻
、
済
候
処
よ
り
返
戻
可
有
之
候
、
以
上

就
当
院
中
興
祐
円
法
印
弐
百
年
御
忌
当
来
ル
十
四
日
御
逮
夜
十
五

日
御
当
日
御
法
会
御
執
行
御
座
候
間
、
御
信
心
之
銘
々
ニ
而
御
参

詣
可
有
之
候
、
至
御
当
日
御
参
詣
之
衆
中
江
者
麁
菜
之
御
斎
進
申

度
候
、
以
上

　
　

八
月
七
日 

新
井
力

 

鑑　

院

史
料
三
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
八
月
、
成
菩
提
院
一
九
世

住
職
で
あ
っ
た
祐
円
（
？
〜
一
六
二
八
）
の
二
百
回
忌
の
記
録
で

あ
る
。
祐
円
は
関
ヶ
原
合
戦
の
際
に
、
天
海
の
兄
弟
子
と
し
て
東

軍
勝
利
の
た
め
活
動
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
成
菩
提

院
の
基
礎
を
確
保
し
た
こ
と
か
ら
「
中
興
」
の
祖
と
称
さ
れ
た）

5
（

。

本
史
料
で
は
、
代
官
の
新
井
主
税
（「
力
」
で
表
記
）
た
ち
の
指

示
に
従
い
、
松
尾
寺
以
下
の
末
寺
僧
が
逮
夜
（
前
夜
）
八
月
十
四

日
と
忌
日
同
月
十
五
日
の
各
当
番
に
編
成
さ
れ
、
指
定
さ
れ
た
集

合
時
間
、
服
装
な
ど
で
執
行
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
表

紙
に
も
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
別
に
「
回
章
」
が
廻
さ
れ
て
実
際

に
機
能
す
る
の
に
対
し
、
本
史
料
は
代
官
用
の
控
で
あ
る
。
遠
方

の
僧
侶
の
前
日
宿
泊
や
、
当
日
の
食
事
提
供
な
ど
、
行
事
遂
行
に

関
す
る
本
寺
側
の
配
慮
も
う
か
が
え
る
。
近
世
初
期
の
住
職
の
年

忌
法
要
が
実
際
に
行
わ
れ
、
過
去
の
記
憶
が
再
生
産
さ
れ
て
い
た

様
子
を
確
認
で
き
る
史
料
と
い
え
る
。

【
史
料
四
】

（
表
紙
）「　

 　

文
政
十
一
年
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江
州
成
菩
提
院
并
末
寺

　
　
　
　
　
　

人
別
御
改
帳

　
　
　
　
　
　

戊
子
六
月　
　
　
　
　

」

　
　

近
江
国
坂
田
郡
柏
原
郷

御
朱
印
地　
　
　
　
　

成
菩
提
院

当
寺
内
人
数
合
拾
弐
人
当
子
五
月
改
当
歳
以
上

　
　

内
出
家　

六
人

　
　
　

俗　
　

六
人　

当
寺
代
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井
主
税

　

家
内
人
数
合
八
人
当
子
五
月
改
当
歳
以
上

　
　
　

内　

男
弐
人

　
　
　
　
　

女
六
人

門
前
人
数
合
八
拾
人
当
子
五
月
改
当
歳
以
上

　
　
　
　

内　

男
四
拾
弐
人

　
　
　
　
　
　

女
三
拾
八
人

右
者
寺
内
境
内
門
前
之
人
数
相
改
候
処

書
面
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　

文
政
十
一
年
戊
子
年
六
月　
　

成
菩
提
院　

㊞

右
之
通
京
都
二
条
御
奉
行
所
書
上
候

　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

松
尾
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
弐
拾
三
人

　
　

内　

出
家　

拾
四
人

　
　
　
　

俗　
　

九
人

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　

松
尾
寺　

㊞

右
之
通
井
伊
掃
部
頭
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

観
音
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
八
人

　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
出
家
斗

　
　
　

門
前
人
数
合
七
人

　
　
　
　

内　

男　

三
人

　
　
　
　
　
　

女　

四
人

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上
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坂
田
郡

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺　

㊞

右
之
通
井
伊
掃
部
頭
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

名
超
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　

但
シ
出
家
斗

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
名
越
村

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　
　

名
超
寺　

㊞

右
之
通
井
伊
掃
部
頭
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　

大
吉
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
弐
人

　
　
　

内　

出
家　

壱
人

　
　
　
　
　

俗　
　

壱
人

　

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
郡

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　

大
吉
寺　

㊞

右
之
通
石
原
庄
三
郎
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

石
堂
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
三
人

　
　
　

内　

出
家　

弐
人

　
　
　
　
　

俗　
　

壱
人

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
清
瀧
村

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　

石
堂
寺　

㊞

右
之
通
京
極
長
門
守
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

常
福
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
弐
人
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但
シ
出
家
斗

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
河
内
村

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　

常
福
寺　

㊞

右
之
通
西
郷
筑
前
守
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

安
能
寺

寺
内
惣
人
数
〆
弐
人

　
　
　
　
　
　

但
シ
出
家
斗

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
長
岡
村

　

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　
　

安
能
寺　

㊞

右
之
通
井
伊
掃
部
頭
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、 　
　
　
　
　
　
　
　

日
光
寺

　

寺
内
惣
人
数
〆
壱
人

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
日
光
寺
村

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　

日
光
寺　

㊞

右
之
通
井
伊
掃
部
頭
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、　　
　
　
　
　
　

 　

泉
明
院

　

寺
内
惣
人
数
〆
四
人

　
　
　

内　

出
家
弐
人

　
　
　
　
　

俗　

弐
人

右
之
通
人
別
相
改
候
処
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
柏
原
村

文
政
十
一
戊
子
年
六
月　
　
　
　
　
　

泉
明
寺　

㊞

右
之
通
松
平
甲
斐
守
殿
御
役
所
江
指
出
申
候

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
柏
原
村

一
、
無
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
場
寺
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右
壱
ヶ
寺
領
主
松
平
甲
斐
守
殿

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
山
室
村

一
、
無
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
寺

右
壱
ヶ
寺
領
主
加
藤
佐
渡
守
殿

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
郡
小
室
村

一
、
無
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
勒
寺

　

右
壱
ヶ
寺
御
代
官
石
原
庄
三
郎
殿

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
井
郡
三
川
村

一
、
無
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
寺

　

右
壱
ヶ
寺
領
主
稲
垣
長
門
守
殿

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
大
野
木
村

一
、
無
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
楽
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

一
、
無
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
宮
寺

右
二
ヶ
寺
領
主
堀
田
豊
前
守
殿

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
菩
提
院
末

一
、
無
住　
　
　
　
　
　

坂
田
郡
須
川
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
生
寺

右
壱
ヶ
寺
領
主
井
伊
掃
部
頭
殿

合
七
ヶ
寺
無
住
ニ
而
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
州
坂
田
郡
柏
原

　

文
政
十
一
戊
子
年　
　
　
　
　

成
菩
提
院　

㊞

　
　
　
　
　
　

六
月

史
料
四
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
六
月
に
、
成
菩
提
院

と
近
江
国
に
所
在
す
る
同
寺
の
末
寺
九
ヶ
寺
が
、
各
領
主
へ
寺
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内
・
門
前
の
人
別
を
届
け
出
た
覚
書
を
、
一
冊
に
ま
と
め
た
人
別

改
帳
で
あ
る
。

本
史
料
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
同
寺
な
ら
び
に
末
寺
の
寺
内
・

門
前
に
所
在
し
た
人
々
の
数
と
構
成
を
把
握
で
き
る
。
そ
の
記
載

内
容
は
表
に
ま
と
め
た
。
成
菩
提
院
寺
内
に
は
一
二
人
の
僧
俗
が

い
た
。
ま
た
代
官
の
新
井
主
税
の
家
族
が
八
人
居
住
し
て
い
た
。

そ
し
て
門
前
に
は
八
〇
人
が
住
居
す
る
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

同
寺
に
は
一
六
ヶ
寺
の
末
寺
が
あ
る
。
最
も
多
く
寺
内
に
住
居
す

る
人
が
い
た
末
寺
は
松
尾
寺
で
二
三
人
で
あ
る
。
僧
侶
の
み
な
ら

ず
俗
人
も
含
め
て
運
営
し
て
い
た
寺
院
も
多
い
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
る
。
た
だ
し
無
住
の
寺
院
も
七
ヶ
寺
あ
り
、
末
寺
の
変
動
か
ら

も
、
寺
院
経
営
は
決
し
て
安
定
的
で
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
江
国
の
成
菩
提
院
末
寺
は
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
史
料
か
ら
、

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
と
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
つ
い
て

明
ら
か
と
な
っ
て
い
る）

6
（

。
ま
た
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
寺
社

奉
行
所
へ
提
出
し
た
帳
面
を
も
と
に
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に

書
写
さ
れ
た
「
比
叡
山
延
暦
寺
本
末
帳
」（
叡
山
文
庫
止
観
院
蔵）

7
（

）、

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
〜
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
成
立
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

8
（

「
寺
院
本
末
帳
天
台
宗
」（
彰
考
館
蔵）

9
（

）

か
ら
も
、
末
寺
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
四
の
記
載
内

容
と
、
そ
の
他
の
年
代
に
お
け
る
末
寺
の
異
同
を
表
に
ま
と
め
た
。

寛
文
五
年
に
は
一
四
ヶ
寺
（
美
濃
国
一
ヶ
寺
を
含
む
）、
安
永

九
年
に
は
一
五
ヶ
寺
を
数
え
る
。
安
永
九
年
か
ら
は
一
ヶ
寺
増
加

し
た
だ
け
で
あ
る
が
、
寛
文
五
年
と
比
較
す
る
と
、
減
少
し
た
寺

院
が
六
ヶ
寺
あ
る
も
の
の
別
に
八
ヶ
寺
増
加
し
て
い
る
。
天
明
三

年
の
成
菩
提
院
末
寺
総
数
は
二
二
ヶ
寺
で
、
近
江
国
に
一
六
ヶ

寺
、
美
濃
国
に
六
ヶ
寺
あ
る
。「
寺
院
本
末
帳
天
台
宗
」（
彰
考
館

蔵
）
で
は
、
美
濃
国
の
一
ヶ
寺
が
減
少
し
て
い
る
。
天
明
三
年
以

降
、
近
江
国
の
末
寺
数
は
同
数
で
あ
る
が
、
浅
井
郡
小
室
村
（
長

浜
市
小
室
町
、
旧
・
浅
井
町
小
室
）
の
弥
勒
寺
と
勝
光
寺
の
み
異

同
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
史
料
か
ら
、
両
寺
の
関
係
は
見
出
せ
て

い
な
い
。
た
だ
し
同
村
で
あ
り
、
成
菩
提
院
蔵
史
料
で
は
「
弥
勒

寺
」、
本
末
帳
で
は
「
勝
光
寺
」
の
寺
号
で
一
貫
し
て
い
る
た
め
、

同
一
の
寺
院
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
各
時
代
の
末
寺
を
知
り
う
る
史
料
を
順
次
紹
介
し
て
い

く
こ
と
で
、
成
菩
提
院
の
末
寺
組
織
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。

 

（
以
上
）
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「
江
州
成
菩
提
院
并
末
寺
人
別
御
改
帳
」
掲
載
成
菩
提
院
・
末
寺
人
別
一
覧
表
（
文
政

11
年

18
28
）

整
番

寺
院
名

所
在
地

領
主

寺
内
・
門
前
・

代
官
家
内

惣
人
数

内
訳

寛
文

5
年
（

16
65
）
安
永

9
年（

17
80
）
天
明

3
年
（

17
83
）
文
政

5
年（

18
22
）

～
天
保

4年
（

18
33
）
文
政

11
年（

18
28
）

0
成
菩
提
院

坂
田
郡
柏
原
郷

朱
印
地（
京
都
二
条
奉
行
所
）

寺
内

12
人

出
家

6
人
、
俗

6
人

●
●

●
●

●
―

―
―

―
当寺
代官
新井
主税
家内

8
人

男
2
人
、
女

6
人

―
―

―
―

―
―

―
―

―
門
前

80
人

男
42
人
、
女

38
人

―
―

―
―

―
1

松
尾
寺

（
坂
田
郡
上
丹
生
）

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

寺
内

23
人

出
家

14
人
、
俗

9
人

〇
〇

〇
○

〇

2
観
音
寺

（
華
蔵
院
）

（
坂
田
郡
朝
日
）

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

寺
内

8
人

出
家
ば
か
り

〇
〇

〇
○

〇

―
―

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

門
前

7
人

男
3
人
、
女

4
人

―
―

―
―

―

3
名
超
寺

（
常
喜
院
）

坂
田
郡
名
越
村

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

寺
内

2
人

出
家
ば
か
り

〇
〇

〇
○

〇

4
大
吉
寺

―
石
原
庄
三
郎

寺
内

2
人

出
家

1
人
、
俗

1
人

〇
〇

〇
○

〇
5

石
堂
寺

坂
田
郡
清
瀧
村

京
極
長
門
守

寺
内

3
人

出
家

2
人
、
俗

1
人

×
×

〇
○

〇
6

常
福
寺

坂
田
郡
河
内
村

西
郷
筑
前
守

寺
内

2
人

出
家
ば
か
り

〇
〇

〇
○

〇
7

安
能
寺

坂
田
郡
長
岡
村

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

寺
内

2
人

出
家
ば
か
り

〇
〇

〇
○

〇

8
日
光
寺

（
照
明
院
）

坂
田
郡
日
光
寺
村

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

寺
内

1
人

―
×

〇
〇

○
〇

9
泉
明
院

―
―

寺
内

4
人

出
家

2
人
、
俗

2
人

×
〇

〇
○

〇
10

市
場
寺

坂
田
郡
柏
原

松
平
甲
斐
守

寺
内

無
住

―
×

〇
〇

○
〇

11
小
倉
寺

坂
田
郡
山
室
村

加
藤
佐
渡
守

寺
内

無
住

―
〇

〇
〇

○
〇

12
弥
勒
寺

浅
井
郡
小
室
村

代
官
石
原
庄
三
郎

寺
内

無
住

―
×

〇
×

×
〇

―
勝
光
寺

浅
井
郡
小
室

―
―

―
―

×
×

〇
〇

×
13

光
明
寺

浅
井
郡
三
川
村

稲
垣
長
門
守

寺
内

無
住

―
×

〇
〇

○
〇

14
妙
楽
寺

坂
田
郡
大
野
木
村

堀
田
豊
前
守

寺
内

無
住

―
×

〇
〇

○
〇

15
神
宮
寺

坂
田
郡
大
野
木
村

堀
田
豊
前
守

寺
内

無
住

―
×

〇
〇

○
〇

16
菅
生
寺

（
法
華
院
）

坂
田
郡
須
川
村

井
伊
掃
部
頭（
彦
根
藩
）

寺
内

無
住

―
〇

〇
〇

○
〇

―
清
滝
寺

坂
田
郡（
清
滝
）

市
岡
理
右
衛
門（
幕
府
代
官
）

―
―

―
〇

×
×

×
×

―
明
性
寺

坂
田
郡

市
岡
理
右
衛
門（
幕
府
代
官
）

―
―

―
〇

×
×

×
×

―
徳
蔵
坊

濃
州
不
破
郡
今
洲
村

名
取
半
左
衛
門（
幕
府
代
官
）

―
―

―
〇

×
×

×
×

―
来
蔵
坊

坂
田
郡
柏
原
村

市
岡
理
右
衛
門（
幕
府
代
官
）

―
―

―
〇

×
×

×
×

―
智
蔵
坊

坂
田
郡
清
滝
村

市
岡
理
右
衛
門（
幕
府
代
官
）

―
―

―
〇

×
×

×
×

―
玉
泉
寺

浅
井
郡
三
河
村

大
野
惣
左
衛
門（
幕
府
代
官
）

―
―

―
〇

×
×

×
×

―
華
厳
寺

美
濃
国
大
野
郡

―
―

―
―

×
×

〇
○

×
―

成
願
寺

美
濃
国
多
芸
郡

―
―

―
―

×
×

〇
×

×
―

三
光
院

美
濃
国
山
縣
郡
伊
自
良
村

―
―

―
―

×
×

〇
○

×
―

妙
徳
院

美
濃
国
多
芸
郡
大
墳
村

―
―

―
―

×
×

〇
○

×
―

宝
谷
寺

美
濃
国
不
破
郡
今
須

―
―

―
―

×
×

〇
○

×
―

玉
泉
院

美
濃
国
多
芸
郡
金
屋
村

―
―

―
―

×
×

〇
○

×

合
計

14
（
近
江

13
、美
濃

1）
15

22
（
近
江

16
、美
濃

6）
21

（
近
江

16
、美
濃

5）
16

・
寛
文

5
年
（

16
65
）：
「
末
寺
法
流
書
物
」（
成
菩
提
院
蔵
）　
　
・
安
永

9
年
（

17
80
）：
「
江
州
成
菩
提
院
并
末
寺
人
別
御
改
帳
」（
成
菩
提
院
蔵
）

 
（
単
位
：
ヶ
寺
）

・
宝
暦

9
年
（

17
59
）
成
立
、
天
明

3
年
（

17
83
）
写
：「
比
叡
山
延
暦
寺
本
末
帳
」（
叡
山
文
庫
止
観
院
蔵
）　
　
・
文
政

5
年
（

18
22
）
～
天
保

4
年
（

18
33
）：
「
寺
院
本
末
帳
天
台
宗
」（
彰
考
館
蔵
）

・
文
政

11
年
（

18
28
）：
「
江
州
成
菩
提
院
并
末
寺
人
別
御
改
帳
」（
成
菩
提
院
蔵
）
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（
1
）
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
中
世
・
近
世
地
方
寺

社
史
料
の
収
集
と
史
料
学
的
研
究
』（
代
表
：
福
田
栄
次
郎
、
一

九
九
八
年
）、
福
田
栄
次
郎
「『
成
菩
提
院
文
書
』
の
総
合
的
研

究
」（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
四
五
、
一
九
九
九

年
）、
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
中
世
談
義
所
寺

院
の
知
的
交
流
と
言
説
形
成
』（
代
表
：
曽
根
原
理
、
二
〇
〇
六

年
）、
同
『
東
照
宮
祭
祀
の
基
盤
・
確
立
・
展
開
』（
同
、
二
〇
一

〇
年
）、
同
『
日
本
に
お
け
る
本
覚
思
想
の
展
開
』（
同
、
二
〇
一

二
年
）
な
ど
参
照
。

（
2
）
す
で
に
神
崎
彰
利
氏
を
中
心
と
し
た
調
査
の
成
果
と
し
て
、
近
世

書
冊
文
書
の
一
覧
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
（
注
1
福
田
一
九
九
九

年
論
文
所
収
）、
二
〇
〇
七
年
以
降
に
一
枚
物
な
ど
の
史
料
整
理

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
進
展
等
に
つ
い
て
は
、
青
柳
周
一
「
米

原
市
柏
原
成
菩
提
院
所
蔵
の
近
世
史
料
調
査
に
つ
い
て
」（『
研

究
紀
要
』〈
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
〉
四
三
、
二
〇
一

〇
）、
青
柳
周
一
・
曽
根
原
理
・
朴
澤
直
秀
「
米
原
市
柏
原
成
菩

提
院
所
蔵
史
料
の
紹
介
と
解
説
」（『
研
究
紀
要
』
四
四
、
二
〇
一

一
）、
青
柳
周
一
・
曽
根
原
理
・
松
金
直
美
・
藤
田
和
敏
・
梅
田

千
尋
・
朴
澤
直
秀
「
米
原
市
柏
原
成
菩
提
院
所
蔵
史
料
の
紹
介
と

解
説
（
二
）」（『
研
究
紀
要
』
四
五
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
3
） 

杣
田
善
雄
「
幕
藩
制
国
家
と
門
跡―

天
台
座
主
・
天
台
門
跡
を
中

心
に―

」（『
日
本
史
研
究
』
二
七
七
、
一
九
八
五
年
、
再
収
杣
田

『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）、
藤

田
和
敏
『
近
世
郷
村
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
） 

宝
暦
二
年
「
書
簡
往
復
留
四
」（
叡
山
文
庫
滋
賀
院
門
跡
文
書
往

六
四
）。

（
5
） 

章
斎
文
庫
本
『
成
菩
提
院
史
』
に
は
「
翌
（
慶
長
）
六
年
祐
円
法

印
ノ
堂
宇
ヲ
改
修
ス
ル
ヤ
徳
川
家
康
関
ケ
原
兵
糧
弐
百
石
及
ヒ
御

勝
山
陣
営
ノ
古
材
ヲ
寄
附
ス
。
附
記
、
関
ケ
原
ノ
戦
僧
天
海
家
康

ニ
随
テ
陣
中
ニ
ア
リ
当
院
ノ
住
職
祐
円
法
印
ト
天
海
僧
正
ハ
法
兄

弟
ノ
釈
友
ナ
ル
ヲ
以
テ
陣
中
窃
ニ
書
ヲ
寄
セ
テ
勝
軍
ノ
祈
祷
ヲ
為

サ
シ
ム
祐
円
堂
後
ノ
山
上
ニ
登
リ
護
摩
ヲ
焚
キ
勝
軍
ヲ
祈
ル
已
ニ

シ
テ
東
軍
勝
利
ヲ
占
メ
タ
ル
ヲ
ス
テ
ニ
家
康
謝
意
ノ
為
メ
此
寄
附

ヲ
ナ
セ
シ
ナ
リ
」
と
記
す
（
松
本
公
一
「
章
斎
文
庫
の
な
か
の
成

菩
提
院
関
係
資
料
に
つ
い
て
（
覚
書
）」、
注
1
二
〇
一
二
年
科
研

費
報
告
書
、
六
九
頁
）。

（
6
） 「
安
永
年
間
、
近
江
国
内
の
成
菩
提
院
末
寺
一
覧
表
」（
注
2
青
柳

二
〇
一
〇
年
論
考
）、【
史
料
六
】「「
末
寺
法
流
書
物
」
掲
載
成
菩

提
院
末
寺
一
覧
表
（
寛
文
五
年
）」（
注
2
青
柳
等
二
〇
一
二
年
論

考
）。

（
7
） 
天
台
宗
典
編
纂
所
編
『
続
天
台
宗
全
書
』
寺
誌
一
（
春
秋
社
、
一

九
八
八
年
）。

（
8
）  

年
代
比
定
に
つ
い
て
は
、
宇
高
良
哲
「
天
台
宗
寺
院
本
末
帳
の
成
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立
年
次
考
」（『
天
台
学
報
』
三
一
、
天
台
学
舎
、
一
九
八
九
年
）

参
照
。

（
9
） 
寺
院
本
末
帳
研
究
会
編
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
帳
集
成
』
上
（
雄

山
閣
出
版
、
一
九
八
一
年
）。

【
謝　

辞
】

　

整
理
作
業
中
の
た
め
未
公
開
の
資
料
の
利
用
に
つ
い
て
、
御
許

諾
い
た
だ
い
た
成
菩
提
院
山
口
住
職
の
御
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

成
菩
提
院
・
神
社
支
配
・
丸
檀
家
・
年
忌
法
要
・
末
寺
組
織


